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河川防災ステーションとは

○洪水等の発生時における河川管理施設保全活動及び緊急復旧活動の拠点として河川管理者
が河川管理施設として整備しているもので、大半は水防センター（市町村等が水防活動を円滑
に行う拠点）を併設しています。

○河川防災ステーション（水防センター含む）は、平常時においても利活用のポテンシャルを有して
おり、すでにいくつかの施設で活用がなされています。

＜平常時＞
○地域のコミュニティースペースとして活用

○水防活動の訓練などに利用

○防災学習の場や川の情報発信拠点として
水防センターを活用

○市と連携したその他の取組み

＜災害時＞
○被災箇所の復旧工事のための材料備蓄

○排水ポンプ車など災害対策車輛、
防災ヘリの拠点

○水防活動の拠点（水防団）
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R2.3.30 長沼地区復興対策企画委員会 説明資料
千曲川河川事務所長沼地区河川防災ステーションの整備イメージ図（全体図：平常時）

■ワークショップでのご意見を踏まえた全体イメージパース図を国・長野市と連携し、作成。

全体図
災害対策車両庫 複合施設 アクセス

（歩道スロープ）

長沼城土塁跡再現
（着色舗装を想定）

アクセス
（階段）

坂路

周回道路
（一般車両の交通不可）

資材備蓄エリア

土砂備蓄エリア

複合施設エリア

アクセス
（階段）

土砂備蓄エリア・法面は張芝等を想定
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R2.3.30 長沼地区復興対策企画委員会 説明資料
千曲川河川事務所長沼地区河川防災ステーションの整備イメージ図（拡大図・平常時利用状況）

⑤復旧資材備蓄スペース
⑥天王宮の復元イメージ
※詳細は地元の皆様とご相談させて頂きながら進めます

③広場へのアクセス
（長沼城跡正門の復元イメージ）

②支所へのアクセス（歩道スロープ）
※バリアフリー対応

④複合施設（長沼支所）・ 災害対策車輌庫
※詳細は地元の皆様とご相談させて頂きながら進めます

①土砂備蓄ヤードの利用例（長沼城の土塁も表現）
※詳細は地元の皆様とご相談させて頂きながら進めます

■①・⑤＝土砂備蓄ヤードは多目的に利用可能な広場
として整備し、平常時には開放。

■②・③＝アプローチとして法面にスロープ・階段を設置。
■④・⑤＝複合施設（長沼支所）、災害対策車輌庫を整備。
■⑤・⑥＝復旧資材備蓄スペース。

天王宮は盛土上の現在位置に復元。

❶

❷

❺

❹

❸

❻

全体図
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長沼地区河川防災ステーションの法面強化について（案）【法面強化範囲】

○令和元年東日本台風規模の洪水は、緊急治水対策プロジェクトによる河道整備完了後において、越水はしない。
それを超える規模の洪水（※）が発生した際に周辺堤防を乗り越え、流れる水深（浸水深）を考慮。

○災害時における河川防災ステーションの機能を確保した上で、約３．５ｍの範囲でブロックによる法面強化を実施。

最大
浸水深
約１m

約３m

法面強化範囲
約３．５m

法勾配は、１：３
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川裏側 川表側

断面②

断面②

整備範囲の考え方

※河川整備の最終目標となる基本方針流量を想定（計画規模：１／１００）

河川整備の最終目標となる基本方針
流量を想定し、流れる水深を確認。
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H.W.L堤防

千曲川
河川防災ステーション盛土

地盤

県道
最大
浸水深
約１m

盛土高さ（法肩）＝堤防道路高＋約６０～９０cm
緊急治水対策プロジェクト整備後の
河道において、令和元年洪水規模
の洪水が発生した場合の想定水位

堤防道路高

ブロックによる
法面強化を実施

約３.５m

（詳細については、現在検討中であり今後変更となる可能性がある）



断面①
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H.W.L堤防

千曲川
河川防災ステーション盛土

地盤

県道
最大
浸水深
約１m

盛土高さ（法肩）＝堤防道路高＋約６０～９０cm
緊急治水対策プロジェクト整備後の
河道において、令和元年洪水規模
の洪水が発生した場合の想定水位

堤防道路高

ブロックによる
法面強化を実施

○河川防災ステーション法面強化に使用するブロックは、補強対策等で多く活用されている「連節ブロック」を予定。
○防災ステーションの上流側から越水した際の流速を考慮し、ブロックの種類を選定。

長沼地区河川防災ステーションの法面強化について（案）【使用ブロック】

連節ブロック設置例

基本方針流量が河川防災ステーション周
辺から越水した際、流れる流速（約2～3m/s）
に耐えられるブロックを選定。

連節ブロックは
流速5m/sまで
対応可能

ブロック詳細図

配置横断イメージ

使用するブロック（連節ブロック）

約２m

※河川整備の最終目標となる基本方針流量を想定（計画規模：１／１００）

（詳細については、現在検討中であり今後変更となる可能性がある）

約３.５m


